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一人ひとりが考えていかなくてはならないことは？（生徒編） 
校長 小 林 和 規 

 例年になく寒暖差の激しい５月でした。道内においても、夏日を記録する地域もあったり、突然雪に見

舞われたりするなど、近年の気象状況の変化が著しかったのではないかと思います。そのため体調を崩す

生徒も多く、保護者の皆さも不安が多かった月になったのではないでしょうか。 

 さて、先日の 2 泊 3 日の見学旅行も無事に終わり、次の行事に向けて生徒も準備をしているところでは

あります。見学旅行で訪れた松島では、丸文松島汽船株式会社の矢部さんが、３．１１の震災時の様子を

スライドや動画で説明をしていただきました。『震災はいつ、どこで、おこるか予見はできない。そのため

にも、日頃から自分の命を守るための準備は必要です。』とおしゃっていました。そのお話の中で、【群集

心理】という言葉を何度か繰り返していました。 

【群集心理】みなさんは聞いたことがありますか？ 少しこのことについて考えてみませんか？ 

 ☆誰にでも起こりうる自然な心の動きのことを言います。例えば、多くの人がいる場面で、「みんながし

ているから、自分もそうしてしまう」とういう気持ちになることです。普段なら冷静に考えられることで

も、周りの雰囲気に流されてしまうことなどがあります。 

例えば 

【例１：SNS での悪口の拡散】 
〇クラスの誰かが SNS に友達の悪口を書き込みました。最初は数人だけでしたが、「みんなが反応してい

るから」と、他の人も面白半分でコメントや「いいね」を送った。本当は「よくない」と思っていた人

も、周りに合わせてしまった。 

【例２： いじめを止められない場面】 
〇誰かがからかわれている時、本当は「やめたほうがいい」と思っていても、周りが笑っていると注意で

きなくなることがあります。「自分だけ反対したら仲間外れになるかもしれない」と感じるからです。 

【例１・２】も、「みんながやっているから」、「何気なく参加してしまう」といったケースが多いと思いま

す。昔、《赤信号みんなで渡ればこわくない》という言葉をよく聞きました。これこそが、【集団心理】で

一番わかりやすい例えかもしれません。 

「みんながしているから」ではなく、「本当に正しいことか」を自分で考える力が大切です。周りに流され

ず、自分の判断で行動できるようになってほしいと思います。「みんながやっている＝正しい」とは限らな

いということです。SNS での言葉、友達同士のふざけ合い、流行への乗り方なども、一度立ち止まって考

えることが大切です。「自分がされたらどう思うか」「本当に安全か」「誰かを傷つけていないか」を考える

ことが必要です。特に、集団になると責任感が薄れ、「自分一人くらいなら大丈夫」と思いやすくなるため

注意が必要です。また、「断る勇気」を持つことも大切です。周囲と違う行動をとることは勇気がいります

が、自分の考えを持つことは決して悪いことではありません。しかし、本当に信頼できる仲間とは、無理

に合わせなくても認め合える関係を築いていくことも必要です。これから、体育大会の練習も本格化して

いきます。学級が団結して取り組むべきことも多いと思いますが、それ以上に相手を思いやり、「勝って

も、負けても」互いに認め合う関係の学級であってほしいです。（次回保護者編について掲載します） 

 

 

 

 

 

 

今年度の見学旅行のしおりの表紙と裏表紙の 

デザインが大変素晴らしい絵を描いてくれま 

したので紹介いたします。 

右は、３C 齊藤 日葵さん 
左は、３B 吉田 実央さん 
が作成してくれました。「ワクワク、ドキドキ」 

する旅行にふさわしい絵でした。 

＜学校教育目標＞  
 

 

＜重点教育目標＞ 

 



   
3 年団 鈴木将之 

５月１２日（火）から２泊３日で東北地方へ見学

旅行に行ってきました。 

１日目は、宮城県の松島で自主研修を行いまし

た。各班で事前に立てた計画をもとに、瑞巌寺や五

大堂などの名所を見学しました。観光客が多くいる

中でも、見学時の態度や飲食時のマナーを守り、時

間を意識して行動することができました。すべての

班が集合時間を守ることができ、生徒たちの成長を

感じる場面となりました。ホテル到着後には学年レ

クを行い、級友と協力しながら楽しく交流を深める

様子が見られました。 

２日目は、最初に猊鼻渓を訪れ、船頭さんの説明

を聞きながら舟下りを体験しました。天候にも恵ま

れ、運玉投げを楽しむ生徒たちの生き生きとした姿

が印象的でした。その後、中尊寺を見学し、ガイド

さんの説明を真剣に聞きながら、歴史や文化につい

て学びました。また、毛越寺では座禅体験を行い、

普段なかなか経験することのできない貴重な時間

を過ごしました。体験後には、生徒たちのすっきり

とした表情が見られました。 

最終日は、きりたんぽ作りを体験し、出来たての

味を楽しみました。また、お土産を選ぶ姿も多く見

られました。最後に訪れた小坂康楽館では、日本最

古の芝居小屋を見学し、華やかな舞踏ショーを鑑賞

しました。 

今回の見学旅行では、仲間と支え合いながら行動

し、集団生活のきまりやマナーを意識して過ごすこ

とができました。この経験を、今後の学校生活にも

生かしてくれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

★お 名 前：永長
えいなが

 麻
ま

知子
ち こ

さん 

  ※臨床心理士・公認心理師 

★ ：

★ ：

★ ：

Tel  0138-49-2840 

 本校では、年間１0 回程度、スクールカウンセ

ラーを配置し、生徒・保護者の相談事へ早期に対

応及び心のケアを行うことができるように体制

づくりをさせていただきます。全ての生徒のみな

さんと保護者の方々が対象です。 

 学校生活で困っていること、どうすればいいか

迷っていること、カウンセラーに相談してみたい

こと等がある時には、担任、または上記の担当者

までご連絡ください。また、生徒から当日希望が

あった場合、下校時刻が遅れる場合があります。   

その際、保護者の方へご連絡させていただきま

すので、あらかじめご了承ください。 

【来校予定日】 

6 月１８日（木） 7 月９日（木） 

８月２７日（木） ９月１７日（木） 

１０月８日（木） １１月５日（木） 

１２月１７日（木） １月２８日（木） 

2 月４日（木） ２月１８日（木） 
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み

無月
な づ き

      

《主な行事等》 《主な行事等》 

 


